
No.240
December

2025

12

天
あまの

郷
さ と

醸
じょう

造
ぞ う

所
じ ょ

の初蔵開きが11月23日に行われ、醸造所の代表 中山雄
ゆ う

介
す け

さんの弟・中山啓
ひろし

さん（写真㊨）らがみなさんへの感謝の気持ちとこの日を迎
えられたことを祝って、雅楽を生演奏しました。今月号では福智町のためにそれぞれが思い描く未来へ向けての「挑戦」にスポットを当て紹介します。

福智の未来を切り拓くために――
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天
郷
醸
造
所
で
新
た
な「
挑
戦
」が
始
動
。

福
智
で
初
の
蔵
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
え
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
を
込
め
て

祝
っ
た
直
会
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
12
月
に
福
智
町
と
と
も

に
「
ク
ラ
フ
ト
サ
ケ
醸
造
所
誘
致
事
業
」

へ
の
挑
戦
を
始
め
て
２
年
。
つ
い
に
天

郷
醸
造
所
の
初
蔵
開
き
が
11
月
23
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
挑
戦
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
に
、
こ
れ
ま
で

の
感
謝
と
こ
の
日
を
無
事
に
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
祝
っ
た
直
会
。
初
蔵
開
き
で

は
こ
の
日
を
記
念
に
特
製
上
野
焼
お
猪

口
や
上
野
焼
限
定
ボ
ト
ル
の
限
定
販
売
、

中
山
さ
ん
の
弟
・
中
山
啓
さ
ん
ら
に
よ

る
雅
楽
の
生
演
奏
な
ど
、
来
場
者
約

５
０
０
人
は
、
普
段
味
わ
え
な
い
優
雅

な
空
間
で
福
智
町
の
豊
か
な
自
然
と
恵

み
を
生
か
し
た
お
酒
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
天
郷
醸
造
所
は
福
智
町
の

魅
力
を
生
か
し
、
地
域
活
性
化
を
目
指

し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の「
挑
戦
」を
新
た

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

挑
戦

つ
い
に
幕
を
開
け
た

天
郷
醸
造
所  「
初
」蔵
開
き
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 代表取締役 中
な か

山
や ま

 雄
ゆ う

介
す け

さん

　これまでともに歩んできたみなさ
ん、そして仲間たちとこの日を迎える
ことができてとても嬉しく思います。
初蔵開きでは、「また飲みたい」や「楽
しみにしてたよ」などの温かいお言葉
をいただき、改めて福智町でこのプロ
ジェクトに挑戦して良かったと実感し

ています。そして、蔵開きを通じて、
みなさんが天郷醸造所のお酒に込めて
いる期待や希望も感じました。そんな
思いを裏切らないよう、これからも仲
間たちと切磋琢磨しながら日本が誇る
伝統的酒造りを受け継ぎお酒と故郷の
魅力を世界へと広げていきたいです。

こ
の
日
を
迎
え
た
感
謝
を
込
め
て
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1開式の言葉とともに来場者へ感謝を
伝える中山雄介さん。2蔵開き限定の
上野焼特別ボトルを渡す中山さん。3
町外からもお酒を求めて来場。4町内
の飲食店が数多く出店し、にぎわう会
場。5初めて味わうお酒に舌鼓を打つ
来場者。6お酒を買い求め、できた長
蛇の列。7お酒も進み会話も弾む来場
者たち。8「福智町にこんな素晴らし
い場所ができて嬉しい」と語る町内の来
場者。9蔵開き限定の上野焼お猪口
を販売する本村さん。�自ら販売ブー
スへと立ち、お酒を販売する中山さん。

れ
ず
町
の
倒
産
を
意
味
す
る
財
政
再
建

団
体
へ
と
転
落
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧

３
町
は
、
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
や
行
政
の
徹
底
的
な
経
費
削

減
な
ど
町
全
体
で
取
り
組
ん
だ
強
い
意

志
に
よ
っ
て
計
画
よ
り
早
く
再
建
団
体

を
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
、
旧
３
町
は
財
政
再
建

の
た
め
、
市
町
村
合
併
。
今
も
な
お
、

町
の
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
人
口
に

関
し
て
は
今
後
も
減
少
が
続
き
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
推
計

し
た
令
和
32
年（
２
０
５
０
年
）の
人
口

　

か
つ
て
昭
和
時
代
に
華
や
か
な
炭
都
の

一
角
と
し
て
名
を
成
し
た
筑
豊
炭
田
。
旧

３
町
は「
筑
豊
に
５
円
以
下
の
貨
幣
は
な

い
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
好
景
気
に
湧
く

炭
鉱
町
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
40
年

代
後
半
か
ら
、
産
業
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

石
炭
か
ら
石
油
と
転
換
し
、
炭
鉱
は
次
々

と
閉
鎖
。
そ
の
後
、
旧
３
町
は
新
た
な
活

路
を
見
出
す
た
め
、
炭
鉱
に
か
わ
る
産

業
を
模
索
し
ま
す
が
、
成
果
を
上
げ
ら

は
、
現
在
の
人
口
の
半
数
に
近
い
１
２
，

５
８
６
人
に
な
る
と
予
測
。
財
政
面
で

は
、
令
和
13
年
度
以
降
、
基
金（
※
）
を
取

り
崩
す
し
か
な
い
将
来
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
令
和
12
年
度
ま
で
に「
持
続
可
能

な
福
智
町
の
あ
る
べ
き
姿
」を
示
す
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
今
迫
る
大
き
な
壁
を
乗
り
越

え
る
た
め
、
町
の
課
題
に
向
き
合
い
、

行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
福
智
が
直
面
し
た
大
き
な
壁

数
多
く
の「
挑
戦
」に
よ
っ
て
課
題
を
乗
り
越
え
て
き
た
福
智
町
。

新
た
に
迫
る
壁
を
越
え
る
べ
く
、
町
は
今
も
挑
み
続
け
て
い
ま
す
。

特集 「挑戦」福智の未来を切り拓くために―

目
指
す「
持
続
可
能
な
福
智
町
」

↑財政再建のため、職員の手で道
路補修を行う姿は注目を浴びた。

※基金：特定の目的のために使う資金のこと、家計でいう貯蓄。
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上
野
焼
や
町
内
の
特
産
物
を
酒
造
り

と
掛
け
合
わ
せ
て
地
域
活
性
化
を
目
指

す
べ
く
、
福
智
町
は
独
自
に「
福
智
町
ク

ラ
フ
ト
サ
ケ
醸
造
所
誘
致
事
業
」を
実
施
。

町
と
と
も
に
未
来
を
切
り
拓
く
挑
戦
に

手
を
挙
げ
た
の
が
、
福
智
町
伊
方
出
身

で
今
回「
天
郷
醸
造
所
」を
開
業
し
た
中

山
雄
介
さ
ん
で
し
た
。「
以
前
は
お
酒

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
仕
事
を
10
年

以
上
経
験
し
、
い
つ
か
は
故
郷
で
あ
る

福
智
町
で
酒
造
り
を
し
た
い
と
の
想
い

を
抱
き
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ョ
ク
ト
の
こ
と
を
知
り
、
運

命
を
感
じ
て
、
こ
の
挑
戦
に
手
を
挙
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」と
中
山
さ
ん

は
夢
で
も
あ
っ
た
醸
造
所
を
上
野
の
地

に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
福
智
町
は
、
上
野
レ
モ
ン
や
赤
池

梨
、
い
ち
ご
、
お
米
、
水
源
の
森
百
選

に
も
選
ば
れ
た
福
智
山
の
水
源
林
か
ら

湧
き
出
る
水
な
ど
の
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
産
品
の
価
値

を
上
げ
る
た
め
、
お
酒
に
使
う
材
料
な

ど
は
す
べ
て
町
内
の
も
の
で
、
農
作
物

も
す
べ
て
無
農
薬
の
も
の
を
使
用
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
中
山
さ
ん
は
、
日
本

の
伝
統
文
化
で
あ
る
お
酒
を
軸
と
し
て
、

福
智
町
の
魅
力
を
世
界
へ
と
広
め
る
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
↖

　
「
今
回
、
私
の
挑
戦
に
共
感
し
た
か
た

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
れ
た
こ
と
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
。
こ
の
繋
が

り
を
も
っ
と
広
め
、
福
智
町
の
魅
力
を

多
く
の
か
た
に
届
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
熱
を
込
め
て
語
る
中
山
さ
ん
。

　

今
後
は
、「
町
内
の
飲
食
店
な
ど
に
天

郷
醸
造
所
の
お
酒
を
置
い
て
も
ら
う
予

定
。
ま
た
、
お
酒
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
醸
造
所
の
隣
に
宿

泊
で
き
る
施
設
や
飲
食
店
な
ど
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
中
山
さ
ん
は
今

後
の
展
望
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

福
智
町
の
未
来
と
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
日
本
の
伝
統
的

な
酒
造
り
を
守
り
、
繋
い
で
い
く
た
め
、

中
山
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
↘

　

福
智
町
に
た
く
さ
ん
あ
る
魅
力
を

「
お
酒
」と
い
う
一
つ
の
日
本
文
化
に
カ
タ

チ
を
変
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
起
点
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
天
郷
醸
造
所
。
今
後

の
挑
戦
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

日本が誇る伝統文化と町の魅力を世界に発信する

あまのさとじょうぞうじょ

天郷醸造所
福智町の魅力とお酒で地域創生を目指す「クラフトサケ醸造所誘致事業」。
愛する故郷とともに未来を切り拓く醸造所の挑戦と今後の目標をご紹介します。

夢
見
た
故
郷
で
の
酒ま
ち

づ
く
り

誇
る
文
化
で
地
域
創
生
の
起
点
へ

天郷醸造所のお酒「在る宵」を世界に発信 Colum
n  

　「香港インターナショナル・ワイン＆スピ
リッツフェア2025」が11月６日～８日に香
港で行われ、中山さんたちはその展示会で
自社商品「在る宵」をＰＲしました。今後は、
香港の飲食店でもお酒を卸す予定。３日間
で約200人のかたが試飲し、日本が誇る「お
酒」と福智ブランドを世界へ発信しました。

↑町内で酒米を無農薬で作っている農家さんのもとで中
山さんは自ら田植えを行い、福智町の恵みを五感で体感。

↓
ブ
ラ
ン
ド
名
の「
在あ

る
宵よ
い
」は

私
た
ち
の
す
で
に
在
る
幸
せ
な

ど
を
見
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

未来を見据えた挑戦
町の魅力をお酒に込めて

　天郷醸造所の求人募集をインター
ネットで見かけ、福智町が行っている「ク
ラフトサケ醸造所誘致事業」と中山さん
の情熱に満ちた挑戦に魅力を感じ、応
募しました。今年の9月から福智町へ移
住しお酒の製造と営業を行っています。
原料はすべて福智町の恵まれた資源を
使い、町の魅力が詰まったお酒となっ
ています。私たちの挑戦が福智町の未
来を切り拓く一歩となってほしいです。

　昔から食に関して興味があり、特にお
酒は好きでした。大学卒業後は、旭酒
造と永山本家酒造で8年間、お酒の製
造を行っていました。中山さんとはこの
プロジェクトがきっかけで出会い、目指す
方向やお酒への想いに共感し、ともに挑
戦することを決意。製造責任者としてプ
レッシャーはありますが、町の魅力を引き
立てるお酒を作り、天郷醸造所のお酒を
待ってくれている人たちへ届けたいです。

製
造
・
営
業 

本ほ
ん

村む
ら 

雄ゆ
う

斗と

さ
ん

製
造
責
任
者 

上う
え

田だ 

竜た
つ

志し

さ
ん

NFCタグを活用した
　　　より深い、体験を

　天郷醸造所のボトルに
は、NFCタグを搭載して
います。スマートフォンを
かざすだけで、専用のウェ
ブページにアクセスでき、
本商品に込められた想い
や、使用している福智町の
恵みについて詳しく知るこ
とができます。どのような
想いで酒造りが行われてい
るのか、より深く知りなが
ら楽しむことができます。

Interview

「地域創生へ踏み出す挑戦を」 「町の魅力を引き立てるお酒を」

↓
世
界
各
国
か
ら
８
千
人
以
上
が
来
場

し
た
ア
ジ
ア
最
大
級
の
酒
類
展
示
会
。

1234

1福智山が見える自然豊か
な農地に酒米の稲を植える
伝農舎 今永明徳さん（上野）。
2太田政孝さん（弁城）の田
んぼで慣れた手つきで稲刈り
をする本村さん。3蒸し米に
黄麹菌を植えるため温度を調
整。4酒母に水と麹、酒米を
入れ初添えをする上田さん。

45
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元の魅力を発信するJALの客室乗務員「JALふるさ
とアンバサダー」の吉田瑞穂さんが秋の窯開きに向

けて上野焼の器をデザインしました。コラボ商品は JALの
象徴である鶴をイメージしたデザインが大好評で窯開きの3
日間で完売。3月に行われ
るスイーツ大茶会でも第二
弾のＪＡＬと上野焼のコラ
ボ商品を販売する予定です。

地
上野焼×JALのコラボ商品が誕生 Column  

↑㊧から吉田瑞穂さん、髙鶴享一さん、酒井俊雄さん、熊谷守さん。 ↑㊧から庚申窯、守窯、昇龍窯。

1

2

3

1作業場では、父
の背中を前に娘 2
人が真剣に作陶。2
作品についての意
見交換やときには雑
談もあり笑顔があふ
れる作業場。3「焼
き方や温度調整に
よって釉薬が出す色
は変わるのでとても
面白い」と語りなが
ら灯油窯の温度を随
時確認する守さん。

　

千
利
休
の
も
と
で
佗
び
茶
の
奥
義
を

極
め
茶
人
と
し
て
名
高
い
豊
前
小
倉
細

川
藩
の
初
代
藩
主
・
細
川
忠
興
と
文
禄
・

慶
長
役
で
招
致
さ
れ
た
李
朝
陶
工
・
尊

楷
、
こ
の
二
人
の
出
会
い
で
始
ま
っ
た

国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
の「
上
野
焼
」。

毎
年
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
る
陶
器
ま
つ

り
で
は
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
陶
芸

フ
ァ
ン
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
は
生
活
様
式
の
変
化
に

よ
る
需
要
の
減
少
や
後
継
者
不
足
、
売

り
上
げ
も
平
成
17
年
の
ピ
ー
ク
時
か
ら

5
割
減
少
し
、
町
が
誇
る
上
野
焼
の
未

来
に
暗
雲
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
上
野
焼
の
活
路
を
見
出
す
た
め
、

親
子
二
代
で
新
た
な
風
を
吹
き
込
み
挑

み
続
け
て
い
る
守
窯
。「
私
の
作
品
で
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
上
野
焼
を

身
近
に
感
じ
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」

と
普
及
の
意
欲
を
語
る
次
女
の
熊
谷
眞

春
さ
ん
は
、
上
野
焼
の
伝
統
的
な
釉ゆ
う

薬や
く

の
特
徴
を
生
か
し
た
恐
竜
の
植
木
鉢
や

カ
エ
ル
の
メ
ガ
ネ
置
き
な
ど
こ
れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
、
22
歳
の
時
に
父
・
守

さ
ん
の
下
で
本
格
的
に
作
陶
を
始
め
た

眞
春
さ
ん
は「
町
内
外
の
か
た
に
も
っ
と

上
野
焼
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
↖

ま
ず
手
に
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
」

と
揺
る
ぎ
な
い
情
熱
を
に
じ
ま
せ
ま
す
。

恐
竜
や
生
き
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ

ザ
イ
ン
が
話
題
と
な
り
、
今
で
は
町
内

外
か
ら
多
く
の
か
た
が
そ
の
陶
器
を
求

め
て
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

今
、
若
き
陶
芸
家
の「
挑
戦
」に
よ
っ
て

４
２
０
年
以
上
の
歴
史
あ
る
上
野
焼
に

新
た
な
価
値
と
未
来
へ
の
希
望
が
生
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

校三年生の頃から手伝いで器の
販売などを行っていました。そ

の後、青森で就職をして28歳のとき、
上野焼の後継者として陶器の魅力を広
めたいと思い、故郷で本格的に陶芸を
始めることを決意。私は、陶片を使っ
たアクセサリーや器などを作っていま

高

たちの若い感性にはいつも驚か
されています。私が作った釉薬

で恐竜の器やアクセサリー類など今ま
でになかった作品たちにいつも刺激を
もらっています。現在、上野焼の後継
者不足が深刻な状況の中で娘 2人が陶
芸家として活躍している姿は、父そし

娘 て陶芸家としても誇らしく思っていま
す。これからも彼女たちの挑戦をそっ
と見守り、上野焼そして福智町の繁栄
のため親子二代で切磋琢磨しながら頑
張っていきたいです。ぜひ、私たちの
作品を通じて、陶器に込めた思いや上
野焼の魅力を手に取り感じてください。

す。守窯の店舗には父や私たちの作品
があり、幅広い世代のかたがたに楽し
んでいただけるのが特徴でありコンセ
プト。上野焼は福智町の誇りであり魅
力の一つです。これからも上野焼を守
り、みなさんが身近に感じてもらえる
ような作品を作っていきたいです。

熊
く ま

谷
が え

 眞
ま

春
は る

さん 　
　
　
　
誇
り
あ
る
伝
統
文
化
に

た
な
風
と
価
値
を

　
　 

吹
き
込
む
―
。

新
親
子
二
代
で
守
り
築
く
今
ま
で
に
な
い
上
野
焼

現
状
維
持
で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
課
題
に
立
ち
向
か
う

活
路
を
見
い
だ
す
た
め
日
々
、挑
戦
を
行
う
守
窯
に
迫
り
ま
す
。

Interview  熊
く ま

谷
が え

 守
まもる

さん

「後継者として先陣を切り挑戦」

「伝統と町の繁栄を親子二代で挑む」

Interview  熊
く ま

谷
が え

 光
ひかる

さん 

暗
雲
漂
う
未
来
に
指
す
新
た
な
器ひ

か
り

福岡造形短期大学・九州産業大学卒業後、22歳の
時に父である守さんのもとで本格的に陶芸を開始。

↑東京ドームシティ プリズムホールで行われるテーブルウェア・フェス
ティバル2025に出品するコップや器に真剣な眼差しで絵付けする守さん。

↑
生
き
物
た
ち
の
リ
ア
ル
な
質
感
を
絵
付
け
で
表
現
す
る
眞
春
さ
ん
。

６７

特集 「挑戦」福智の未来を切り拓くために―



そば屋 こだるま７世代CAMP

県
外
か
ら
も
集
う「
そ
ば
屋
」

ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
が
始
ま
る

魅
力
が
溢
れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら

福
智
の
未
来
を
切
り
拓
く

 
そ
ば
屋
こ
だ
る
ま 

店
主 

山や
ま

岡お
か 

良り
ょ
うさ

ん

７
世
代
キ
ャ
ン
プ 

オ
ー
ナ
ー 

日ひ

髙た
か 

将ま
さ

博ひ
ろ

さ
ん 

上野焼で上質な蕎麦を提供する福智町の自然と魅力が豊かな 「上野焼」との運命的な出会いが生んだ
福智山の麓にある聖地「そば屋 こだるま」。
町とともに挑む店主 山岡さんに迫ります。

故郷の幸せを願う「７世代 CAMP」。
キャンプ場の挑戦への熱い思いを紹介し
今できる「まちづくり」について考えます。

1

13

45

2

2 34

1それぞれの料理に合わ
せて上野焼の器を慎重に
選定。（写真：ざるそば）
2味わいをより深めるた
め、削りたての鰹節を入
れて出汁を仕込む。3
二八そば（そば粉８：小麦
粉２）を毎朝、その日の気
温や湿度に合わせて水の
量を変え、仕上げる。4
長年の経験で培った手先
の感覚でそばを２ミリ間
隔で切っていく山岡さん。

1キャンプ場の看板は地
域の子どもたちと製作。
2いつもお世話になっ
ている赤池 草場地区の
みなさんとＢＢＱ。3ボ
ランティア団体 FIWC 九
州と地域の小学生を対象
に開催した「夏のあおぞ
ら教室」。4東京都の中
学校が修学旅行で来場。
フィールドワークを通じ
た体験学習。5若者と地
域をつなぐ活動を実施。

Interview　渡窯  渡
わたり

 仁
ひとし

さんInterview FIWC九州 部長 中
なか

森
もり

 日
ひ

菜
な

子
こ

さん 「ともに町を思い取り組むまちづくり」「福
こ

智
こ

だから始めたまちづくり」

　山岡くんとの出会いは、2012年の春の
陶器まつりでした。露店でひたむきに蕎麦
を打つ真摯な姿に心を打たれたのを今でも
覚えています。そして、3 年前にパリで働
く彼から電話があり、迷わず「福智町でそ

　福智町は私が思う田舎とは違い、地域のかたとの交流
で生活文化や自然に魅せられ、この町のために何かできな
いかと考えるようになりました。これからは町に溶け込み、
一緒に考え行動していく「ワークキャンプ」を行い、私たち
の元気や新しい視点をまちづくりに生かしていきたいです。

ば屋をしないか」と声を掛けました。その
後、「そば屋こだるま」を開業。これからは
彼の挑戦を後押しするために上野焼の魅
力発信やまちづくりへの取り組みに努め、
ともに福智町を盛り上げていきたいです。

↑
12
月
に
行
わ
れ
る「
上
野

レ
モ
ン
収
穫
祭
」の
打
ち
合

わ
せ
に
も
積
極
的
に
参
加
。

　

そ
ば
の
神
様
と
呼
ば
れ
る
そ
ば
打
ち

職
人 

高た
か

橋は
し

邦く
に

弘ひ
ろ

さ
ん
の
下
で
7
年
以
上

修
業
し
た
後
、
28
歳
で
フ
ラ
ン
ス
へ
渡

り
、
パ
リ
の
有
名
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で

10
年
間
、
蕎そ

麦ば

職
人
と
し
て
腕
を
振
っ
て

い
た
山
岡
さ
ん
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
上
野

焼
の
器
を
使
っ
て
お
り
、
あ
る
日
、
上
野

焼
に
興
味
を
持
つ
パ
リ
の
料
理
人
と
渡
窯

の
渡 

仁
さ
ん
と
の
橋
渡
し
を
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
上
野
焼
と
の
縁
を
感
じ
、

福
智
町
へ
と
移
住
し
蕎
麦
屋
を
オ
ー
プ
ン

　
「
故
郷
で
あ
る
福
智
町
の
素
晴
ら
し

さ
や
魅
力
を
み
な
さ
ん
に
広
め
て
、
町

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」そ
ん
な
思
い

で
２
０
２
２
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
７
世
代
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」。

　

福
智
山
の
雄
大
な
姿
と
広
大
な
田

園
風
景
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
か

に
、
福
智
町
の
素
晴
ら
し
さ
や
生
活
文

化
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
自
然
豊
か

な
町
の
資
源
を
使
っ
た
体
験
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
「
そ
ば
屋
を
開
業
す
る
ま
で
に
多
く
の

か
た
が
た
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
自
然
豊
か
な
上
野
の
地
で
多
く
の
人

に
そ
ば
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
あ
り
が
た
い
経
験
。
み
な
さ
ん
が
守

り
大
切
に
し
て
き
た
こ
の
町
の
良
さ
を

蕎
麦
を
通
じ
て
多
く
の
か
た
に
知
っ
て
ほ

し
い
」と
感
謝
を
語
る
山
岡
さ
ん
。
古
民

家
を
改
装
し
た
店
舗
で
は
、
上
野
焼
の

器
を
は
じ
め
、
福
智
の
四
季
を
感
じ
ら

れ
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い

ま
す
。
蕎
麦
と
と
も
に
福
智
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
思
い
が
店
づ

く
り
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
も
蕎
麦
と
町
の
魅
力
を
掛
け

合
わ
せ
、
ほ
か
の
そ
ば
屋
に
は
な
い
カ

ラ
ー（
特
徴
）を
出
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
私
の
挑
戦
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
助

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
山
岡

さ
ん
の
目
に
は
福
智
町
の
明
る
い
未
来

が
映
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
プ
場

が
で
き
た
の
は
地
元
で
あ
る
草
場
地
域
の

方
々
を
始
め
多
く
の
か
た
の
協
力
、
そ
し

て
福
智
町
の
魅
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
し
か

し
、
そ
ん
な
福
智
町
も
年
々
減
少
し
て

い
る
人
口
や
農
地
の
遊
休
地
増
加
な
ど

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
福
智

町
の
豊
か
な
資
源
や
未
来
を
守
る
た
め

に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
に

少
し
で
も
関
心
を
も
ち
関
わ
る
こ
と
が

大
事
」と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
日
髙
さ
ん
。

　

今
年
で「
７
世
代
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」は
オ
ー

プ
ン
し
て
３
年
が
経
ち
ま
す
。
大
阪
や

東
京
な
ど
の
県
外
の
か
た
や
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
な
ど
の
海
外

の
か
た
も
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。「
キ
ャ

ン
プ
場
に
訪
れ
た
か
た
に
は
温
泉
や
上

野
焼
な
ど
福
智
町
な
ら
で
は
の
魅
力
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
ま
た
来
た
い
と
思

う
人
を
増
や
し
た
い
」と
今
後
の
思
い
を

語
る
日
髙
さ
ん
か
ら
は
故
郷
へ
の
愛
が

溢
れ
て
ま
し
た
。

福
智
の
魅
力
が
引
き
寄
せ
た
決
意

広
が
る
魅
力
と
未
来
へ
の
可
能
性

89
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挑
戦
が
繋
ぐ
未
来

　

福
智
町
の
多
岐
に
わ
た
る
課
題
は
急

速
に
進
み
、
町
の
未
来
に
暗
雲
を
漂
わ

せ
て
い
ま
す
。
課
題
へ
の
解
決
策
は
、
山

積
み
す
る
問
題
に
地
域
全
体
で
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
解

決
へ
と
踏
み
出
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

現
状
を
知
り
、
確
か
な
福
智
町
の
理
想

像
に
向
け
、
正
し
い
方
向
に
向
け
て
舵

を
取
り
進
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

福
智
町
で
は
、
ま
ち
の
強
み
や
特
徴

を
生
か
し
、
課
題
解
決
と
地
方
創
生
を

実
現
し
て
い
く
た
め
、
令
和
７
年
度
か

ら
５
年
間
に
お
け
る
基
本
目
標
や
取
り

組
み
の
方
向
性
な
ど
を
示
し
た「
第
３
期 

福
智
町 

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想 

総
合

戦
略
」を
今
年
の
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
に
沿
っ
て
、
人
口
流
出
の
抑

制
を
図
る
た
め
に
、
企
業
誘
致
に
よ
る
産

業
や
雇
用
の
場
の
創
出
に
取
り
組
む
と
と

　

今
回
、
取
材
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
は

故
郷
へ
の
思
い
や
感
謝
、
そ
し
て
愛
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
挑

戦
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、「
１
人
で
も
多

く
の
か
た
に
こ
の
町
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
は
一
緒
で
し

た
。
福
智
へ
の
愛
が
挑
戦
の
原
動
力
と

な
り
、
新
た
な
魅
力
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
町
の
未
来
を
創
っ
て
い
く

の
は
、
他
の
誰
で
も
な
く
こ
こ
に
住
む

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
。
私
た
ち
が
少
し

で
も
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
参
加

す
れ
ば
、
今
あ
る
大
き
な
困
難
を
乗
り

越
え
、
町
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

も
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
と
あ
わ

せ
て
魅
力
あ
る
地
域
資
源
の
発
信
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
賑
わ
い

創
出
に
向
け
た
施
設
整
備
や
、
空
き
家
バ

ン
ク
と
連
動
し
た
住
宅
支
援
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
多
彩
な
事

業
を
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
通
じ
て「
福
智
町
に
行
き
た
い
、
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
」と
誰
も
が
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

故
郷
の
今
を
知
り
舵
を
取
る

福
智
へ
の
愛
が
創
る
魅
力
と
未
来

特集 「挑戦」福智の未来を切り拓くために―  終

福
智
町
の
挑
戦

地
方
創
生
の
戦
略
が
完
成

６年ぶりに「FUKUCHI FIND FESTIVAL 2025」が復活
　

か
つ
て
平
成
23
年
～
31
年
ま

で
開
催
し
て
い
た
福
智
ス
イ
ー

ツ
大
茶
会
を
福
智
町
誕
生
20
周

年
の
年
に
復
活
さ
せ
、
福
智
町

に
し
か
な
い
風
土
や
産
品
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
と
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

上
野
焼
の
「
器
」
と
特
産
品
の

「
食
」、
童
謡
作
曲
家
・
河
村
光

陽
の「
音
楽
」の
魅
力
を
融
合
さ

せ
、「
福
智
ブ
ラ
ン
ド
」
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
福
智
町
へ
と
訪
れ
る

第
一
歩
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
を

目
指
し
挑
戦
し
ま
す
。　

↑詳細は、今月号の裏表紙（Ｐ．32）をご覧ください。

福
智
町
が
抱
え
る
人
口
減
少
、
財
政
危
機
な
ど
問
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
未
来
を
切
り
拓
こ
う
と
挑
む
人
た
ち
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

福
智
町
は
そ
ん
な
か
た
を
支
え
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ「
挑
戦
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

第3期

福智町デジタル田園都市構想

総合戦略

福 智 町
令和 7年2月

第
３
期　

福
智
町　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想　

総
合
戦
略

福
智
町
が
抱
え
る
人
口
減
少
、
財
政
危
機
な
ど
問
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
未
来
を
切
り
拓
こ
う
と
挑
む
人
た
ち
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

福
智
町
は
そ
ん
な
か
た
を
支
え
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ「
挑
戦
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

理想の町を実現する「第３期総合戦略」

↓「
第
３
期 

福
智
町 

デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
構
想 

総
合
戦
略
」は

福
智
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
頂
け
ま
す
。
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